
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告は５月号で 
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<活動報告＞「忍者参上の巻」NPO法人あそび環境 Museum アフタフ・バーバン 

  日  時：３月３日（日） 第1部 11：00〜12：30 第２部 14：00〜15：30 

場  所：アルカサール中庭広場 

  参加人数： 第１部 会員26人  一般17人 

        第２部 会員14人  一般17人 

 

３月に入りましたが、まだまだ冬の寒さの中、ア

ルカサールでアフタフバーバンの方々と「忍者参上

の巻」を行いました。受付時間になると、元気な忍

者たちが集まってきました。風呂敷をかぶると、も

う忍者そのものです。中には、忍者衣装で参加の子

どももいて、気分はだんだん高まっていきます。 

 今回、修行をしてくれる忍者は「えだまめもぐもぐ」「はなびらよ」「ラムネしゅわしゅわ」「お月見太郎」の４名

です。まず最初に、忍者になるために「山」「川」「光」などの忍者の合い言葉を習いました。そして、目の修行、

耳の修行、体を使っての修行を行いました。 

   

 その後は、「えだまめもぐもぐ」「はなびらよ」がそれぞれ

のグループに別れ、「からくり忍者屋敷」を作り、おたがい

のグループにわからないように、巻物を隠します。 使って

いい道具は、ガムテープ、ビニールテープ、セロテープ、マ

ジック、はさみ、色紙、新聞紙の７種類だけです。まずは、

グループの中でどんなからくり屋敷を作るか、話しあいます。

そのあとは、作業です。子どもが届かない高いところは、大

人が手伝い、巻物を見つからない場所に隠します。 

 隠し終わった後は、お互いの巻物を探し出します。クモの

巣のようなからくり屋敷、トラップが仕掛けてあるからくり屋

敷、それぞれ立派なからくり屋敷ができました。しかし、巻物

を捜そうとすると、黒マントの番人が、屋敷の前に立ちはだか

っています。番人に見つからないように、グループで作戦を立

て、壁に化けたり、猫になったり、石になったりしながら、巻

物を捜していきます。最初は恥ずかしそうにしていた大人たち

も、番人に見つからないように、一生懸命変身していました。 

 忍者遊びを、親子で協力しながら楽しむ姿がみられ、大人も

子どもに帰ったような気持ちで、参加することができました。                           

 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=web&cd=1&cad=rja&sqi=2&ved=0CDEQFjAA&url=http%3A%2F%2Fwww.afutafu-barban.org%2F&ei=hDdeUczgLePOiAe5p4CoDg&usg=AFQjCNGVrOetHOcxD_xm8TA2jxYbIyJt5A&sig2=iRmmbDSi9NS2A-A_qn6tsg&bvm=bv.44770516,d.aGc


 

アフタフバーバンより色紙をいただきました。事務所に飾ってありますのでご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひらけ夢ステージ・２０１２  子どもアートステージファンド事業 

 

3 月 12 日（火） １０：００～１２：００ フレンドリープラザ 参加者 6 人 

 

２０日に行われる「どうぞのいす」の鑑賞を前に、当日のタイムスケジュール、事業の目的の確認を行いました。

事業の目的である、①子ども達に家族単位では味わえない体験を提供する。②親子で共有する時間は、意外に短い

もの。その瞬間を一緒に楽しめる場とする。③子ども達のはじめての挑戦を応援する。を大切に、当日は親子に楽

しんでもらう空間づくりを提供したいという考えを確認しました。 

また先日行われたワークショップその１“はじめての手作り”、ワークショップその２“はじめての色あそび” の

報告を行いました。実行委員の方より、「子ども劇場の会員に継続的にアンケートを取り続け、一般のものと意見を

比べてみると良いのでは？」「会員は入会し始めの頃と比べてどういう影響が家族にもたらされているか認識するき

っかけになるのでは？」「一般と比べてみても、自己肯定感・地域への愛着が強い…などの違いが顕著になるので

は？」など貴重なご意見をいただきました。 

 

＜第４回実行委員会（最終回）の予定＞ 

４月１６日（火）１０時～１２時 フレンドリープラザ 多目的ホール 

 

 



＜活動報告＞ 「どうぞのいす」 ワークショップ  はじめての手作り 色あそび 
 

日 時： ３月１０日（日） １３:００～１６：００  

場 所： 永冶プラザ 多目的ホール 

参加者： 会員 幼児１３人 小学生３人  

大人１５人（お父さん５人） 

一般 幼児１２人 大人１２人（お父さん７人）      

講 師： 尾上由香さん（子どものアトリエ主宰） 

 

 

【その１】 いすの色塗り 

 前回、お父さんたちが悪戦苦闘しながらもがんばって作って

くれた、かわいい木のいす。今回は子ども達にバトンタッチし

て、色塗りをしました。子どもらしく自由に塗られたいす、親

子共同作業で仕上げたいす、お父さんのこだわりをいっぱい感

じるいす…最初はみんなお揃いだったいすが、それぞれの家族

のオリジナルないすに仕上がりました。 

 

 

【その２】 大きな白いキャンパスで色塗りあそび 

 次は、色塗りあそび。家でお絵かきをして、勢い余っ

て紙からはみだし「うわっ…(-_-;)」という経験はどの

家庭にもありますよね。広い会場の床一面に白い紙を敷

き詰め、「どうぞ自由にお描きなさい♪」なんて言われ

て、子ども達が喜ばないはずがありません。牛乳パック

を切り開き、細長～いスポンジ（隙間テープを利用）を好きな形に貼り付け、絵の具を付ければ大きなスタンプの

出来上がり。ローラーをコロコロさせて歩き回ったり、筆でお絵かきしたり、スタンプをいっぱい押したり、みん

な夢中であっという間に隙間は無くなっていき、子ども達の手足は絵具だらけ、服も絵具だらけ…。みんな良かっ

たね♪ でも…お家で真似しないでね♪(^_^;) 

 

 

【その３】 看板作り 

 幼児さんが色あそびを楽しんでいる

間、小学生３人が、鑑賞「どうぞのい

す」の看板と「はじめてを探してみよ

う」のカードを貼る、木の背景作りを

してくれました。この木は、折り紙や

千代紙を細かくちぎって木の形に貼っ

てくれたもの。さすが小学生！といっ

たとっても素敵な仕上がりでした。あ

りがとう♡ 

 

 



＜活動報告＞  ひらけ夢ステージ２０１２  子どもアートステージファンド事業 

 鑑賞 どうぞのいす    演劇集団 円 

日  時：３月２０日（水・祝） １１：１５分開演 

場  所：フレンドリープラザ 多目的室 

参加人数：会員 子ども１３人 大人１３人 

一般 子ども３０人 大人６０人 

（お父さん１９人） スタッフ６人 

 

１０月に実行委員会を立ち上げ、「なりきり遊び」や２回のワークショップ「はじめての手作り（いす作り＆

お菓子の家作り）」「はじめての色遊び（いすの色塗り＆色遊び）」を行い、いよいよ「どうぞのいす」の観劇

です。 

当日は、会場の入口に親子で作った色とりどりの“かわいいいす”が鑑賞者を出迎えてくれました♪♪また、

そのいすの後ろには、小学生が作成した、きれいな貼り絵の大きな木が飾られました。その木に、子ども達が

“はじめて”を見つけて書いた“はじめてカード”を沢山貼ってくれました。会場の雰囲気はバッチリです！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さあ、劇が始まると、子ども達はもうお話にくぎづけです。演技者の小森さんに合わせて体を動かしたり、き

つねがはちみつを舐める場面では、一緒にペロペロ・・・会場が笑いの渦に飲み込まれました。今回の観劇は

多くのお父さんの参加があり、家族で楽しい時間を共有出来たのではないかと思います。 

観劇後、出演者の方との事後交流会でも、「初めて子どもと一緒に観たが、小さな子が集中して最後まで観て

いたのに驚かされた。一緒に楽しめて良かった。」と、お父さんから感想を頂きました。 

これを機会に多くの親子が生の舞台の良さを実感し次回につなげてもらえたら嬉しいと思います。 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おまけの作品“おおきい・ちいさい”では、お父さんも一緒に“おおきくなったり、ちいさくなったり”しました。 

 



＜活動報告＞  いんざい子ども劇場、父の会 「男劇場」 発足！ 
３月２３日（土）18：00～深夜 ぎをん庭・ひょっこりごんすけ  参加者：父７人とフィールドオーナーのＩさん 

 

先日 3月 23日土曜の夜に、子ども劇場のお父さんたちの懇親会（パパ会）が行われ、参加してきました。我が家

は同じマンションの会員さんにお誘いいただき、昨年のピザ窯作りから父娘で参加し始めて、まだ新米気分なので、

歴史あるパパ会への参加に緊張していたところ、実は今回がまだ二回目とのことで安心しました。 

今回のパパ会参加者は、8名のお父さんたちです。 

 

今回の会では来年度の活動に向けて決めないといけない課題がいくつかあったので「酔ってしまう前に決めまし

ょう」と実に真面目なスタートをきるも、どこからともなく「そういえば自己紹介しなきゃね」と自己紹介タイム

が始まり、そのまま話は脱線してお父さんたちの飲みが始まります。 

お父さんたちは、いろんなことで話が盛り上がります。子ども劇場は父親が楽しめないと子どもも楽しめない！

だから父親がまず楽しむべきだ！とか。（栗林の積極活用から）栗林でもキャンプを！その前に実地検証兼ねてま

ず父親たちだけで栗林キャンプをしよう！とか。先日行われたどうぞのイスでは、実は意外と父親たちの方がイス

製作に思い入れがあった、とか。栗林に五右衛門風呂を作りたい、滑り台作りたい、とか。子ども劇場に積極的な

お父さんが多いことがよくわかりました。 

 

いろんな話題に盛り上がってすぐに時間がたってしまうのですが、なんとか決めるものも決まりました。 

・パパ会の名称：子ども劇場にちなんで「男劇場」！ 

・来年度栗林でやること：遊歩道づくり 

今回参加されたお父さんも、参加されていないお父さんも、今後一緒に活動しましょう。 

 

一次会場の閉店で追い出されてなお話の尽きないお父さんたちは、そのまま隣の居酒屋で終電近くまでまた飲み続

けるのでした。そうそう、もうひとつ大事な男劇場プロジェクト案が出ました。その名も「そばプロジェクト」！

年末の年越し蕎麦にむけて、蕎麦作りから始めようというプロジェクトです！ 

8月に植えて 11月に収穫して 12月に打って食べる計画です。ということで夢いっぱいのパパ会「男劇場」のこれか

らの活動が楽しみです！ 以上Ｔによる報告でした☆                           

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パパ会の名称ですが、「お

やじの会」や「おやじ劇場」

との案もあったそうですが、

“おやじ”を使うと、おやじに

なってからでないと入れな

い！子どもたちがいずれ仲

間に入れるように、あえて

“男” の文字を使い「男劇

場」となったそうです。 

奥深いですね☆ 



 

 

エリンギ サークル会    3月 7日（木）  19時～21時  サザンプラザロビー 

参加者  10人 

 

新中１のＹ君が、春交初参加することになり、今回はＹ君も含めての打ち合わせです。 

参加人数が７人と“少数精鋭のいんざい”です。企画の間は全員でフル稼働しなければ間に合わないので、初参加

と言えども、企画の中での役割もたくさん与えられます。今回部活の大会と重なり、春交に参加できないＪ君も、

企画の色々な所にアイディアを出してくれて心強い戦力です。 

春交出発まであと３週間。この時期になると、いたって真面目で真剣なサークル会を行いました。 

 

 

 

エリンギ サークル会    3月 26日（火）  13時～17時  七軒家集会所 

参加者  8人 

 

出発を３日後に控え、本番にむけていよいよ追い込みです。ムチャぶり劇の台本、エリンギマネーの原画はＫさん。

紙幣印刷はＴ君。クイズや劇で使う点数カードはＹさん、人間馬のかぶり物はＡ君など、各自作った準備品を持ち

寄ります。キャタピラやクジ、借り人探しのカードなど足りないものは作り、道具の確認、役割分担など最終的な

リハーサルを行いました。 

４択クイズは当日までにＹ君がノートにまとめて書いてくる。前日の食材買い出し、値段付けはＴ君。 

みんなの頑張りで、当日最高の企画にしましょう。 

 

 

 

２０１３北総春の交流会 第４回実行委員会 報告 

3月 10日（日） 10時～17時  ならしの子ども劇場事務所 参加者 3人 

 

いよいよ実行委員会も最終となりました。この日は各劇場の企画の最終確認、参加者名簿の提出、しおりの提出な

どを行いました。各劇場とも企画もほぼ仕上がった様子です。 

今後は、3役でしおりの印刷、班決め、学習会に向けての準備を行います。 

 

 
 

２０１３北総春の交流会 高校生・青年学習会 報告 

3月 23日（土）  10時～17時  ならしの子ども劇場事務所 参加者 4人 

 

最後の実行委員会も終わり、この日は高校生、青年の学習会です。春交 3日間は基本的には班別行動です。 

劇場も性別も年齢もバラバラの約 10人が 1班となり、3 日間を過ごします。高校生が班長を行い、サポートとして

青年が入ります。前年までは 1 泊で船橋のさざんかの家で行っていましたが、今年度は 4 劇場となり、特に高校生

が少ないので、ならしのの事務所にて日帰りで行いました。 

班のメンバー、3日間のスケジュール、共通の注意事項の確認などをおこないます。高校生、青年ともなると、皆劇

場歴も長く、何年も春交に参加しているので、どの子を見ても頼もしい限りです。このメンバーを中心に、楽しい 3

日間をつくりあげましょう！ 

 

 



 

   月 
 ４月 

６ （土） 進級進学お祝い会 

８ （月） 
会費納入日 

二役会 

１１ （木） 夢ステージ実行委員会 

１２ （金） 理事会 

２３ （火） 夢ステージ報告会 

２６ （金） 臨時理事会 

２8 (日)～２９ (祝） 親子キャンプ 

5月 

8 （水） 会費納入日 

６ （水） 理事会 

２６ （日） ダンボール遊び 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務所は月・水・金が開設日ですが、急な用事で出かける事があります。ご用の時は事前にご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

♥４月２１日(日) １５：００～ 

   ｢天満のとらやん｣ 劇団コーロ 

   八千代市民会館大ホール 

 屈託のない楽天性をもつ主人公「とらやん」の 

人間味と、和楽器の魅力あふれる作品。家族全員で

おなかの底から大笑いしてください！ 

 

 

 

 

 

 

   ♥４月２１日(日)１７：００～ 

（座席指定１６：１０～） 

    「森の音」  ロバの音楽座 

    きららホール （フェイスビル６Ｆ） 

 定着したファンをもつ、ロバの音楽座。多種多彩な

古楽器と空想楽器による、柔らかくて気持ちの良い

ステージは、まさしく癒しの時間です。 

近隣情報 

印西市木刈 4-2-2 （生活クラブ木刈デポー内） 

TEL/FAX  0476-46-6287 

メール npoinzaikodomo@mail.goo.ne.jp 
ブログ http://blog-goo.ne.jp/npoinzaikodomo  

事務所開設日 月・水・金 10:30～15：30 留守の場合もあります 

        

 

 

 

2 月の会費納入日 
 

2/2（水）です。よろしくお願いしま

す★ 
 

４／１現在 会員数 ３０世帯 8２人 

入会： 0    退会：１世帯 ３人 

新年度をむかえ、今年度もたくさんのお友達に 

声掛けしていきましょう！！ 

 

 

 

 ☆賛助会員（新規） 

 関 さま 

☆賛助会員（ご継続） 

   宮本 さま 

 

 温かいご支援に感謝いたします。 

４月１０日(水)、１１日(木)は 

イオン幸せの黄色いレシートデー 

 今月は２日間のレシートが有効です！ レシート投函

金額の１％が団体に還元されます。子ども劇場では、事務

所で使うプリンターインクやファックスリボンをいただ

いています。 

モール棟や専門店のレシートも有効ですので、２日間の 

投函をお忘れなくお願いします！！ 

 

 


